
令和７年度 第２回 南の星小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開催日時 2025 年 7 月 24 日（木） 14 時 00 分～15時 30 分 

２ 開催場所 南の星小学校 ２階研修室 

３ 出席委員 小林睦夫、大石享志、稲鶴久美子、古山真季、BAMBANG HARIANTO、  

HASHIMOTO IZABELA、佐藤政美、大石修代 

４ 欠席委員 原川 翼 

５ オブザーバー 中村優作（五島協働センター所長） 

６ 学校 竹村元清（校長）、古橋水無（教頭）、川本仁美（CS 担当職員）、 

小木大輔（教務主任）他職員 11 名、進士義光（CS ディレクター） 

７ 傍聴者 なし 

８ 会議録作成者 CS ディレクター 進士義光 

９ 議長選出 

  司会から議長の選出について委員に意見を求めたところ、小林会長が本日の議長を務めること 

を申し出、全員異議なくこれを承認した。 

10  協議事項 

（１）地域と学校で感じている子どもの良さと力をつけたいこと 

（２）学校教育を高めるためにお互いができること 

11  会議記録 

司会の教頭から、委員総数９人のうち７人の出席があり過半数に達している為、会議が成立 

している旨の報告があった。 

  校長より第２回協議会を昨年に引き続き本校の職員も出席し、委員の方々と意見交流していき 

たいと述べた。 

教頭より今回の熟議をグループに分かれて協議事項についてグループワーク形式で話し合い、 

その内容を発表すると説明があった。併せて５年生家庭科授業のエプロン作りに保護者が参加 

や持久走に地域のボランティアが見守り隊として参加等、昨年のグループワークから実行でき 

た成果の報告があった。 

 （１）地域と学校で感じている子どもの良さと力をつけたいこと 

  3 グループに分かれて上記テーマを話し合い、その内容を発表した。 

グループ①（協議会委員）：小林会長、大石享委員、古山委員、BAMBANG 委員、HASHIMOTO 委員、 

佐藤委員、大石修委員、中村オブザーバー 

  グループ②（低学年）：内山（１年）、鈴木由（２年）、井口（３年）、木村・松下（日本語指導） 

        榊原（養護） 

  グループ③（高学年・発達）：杉山・川本（5年）、根木（４年）永田・鈴木駿・後藤（発達）、 

小木（教務） 

 熟議 

＜協議会委員＞ 発表者：小林会長 

 子供たちの良さ：多文化共生が自然と身についている。学年間の垣根がなく仲が良い。 



 力をつけたい事：多文化故に学力、学習への取り組み方、メリハリある生活習慣に課題がある。 

＜教職員＞ 発表者：内山先生 

  子供たちの良さ：同級生や学年をまたいで仲が良い。高学年児童が低学年のめんどうをみて 

いる。おおきな声で挨拶を言える児童が周りに好影響を与えている。 

  力をつけたい事：遅刻、忘れ物が多く生活リズムや基本的生活習慣の改善が課題。 

          ねばり強さ、自己肯定感、成功体験を増やすことが重要。 

 （２）学校教育を高めるためにお互いができること 

  低学年教師中心と高学年・発達教師中心の 2グループに協議会委員メンバーが入り、上記 

  テーマを話し合い、その内容を発表した。 

  グループ①：低学年中心メンバー＋小林、稲鶴、HASHIMOTO、中村 

  グループ②：高学年・発達中心メンバー＋大石享、古山、佐藤、大石修 

 ＜低学年・委員混成＞ 発表者：井口先生 

  地域では給食ボランティア継続、学習支援ボランティア（昼休み・放課後）の活用。 

  学校では６年生が 1年生の教室で一緒に給食を食べることで自己肯定感を育むことを期待。 

  また夏休みに補講を設けることで学力の差を埋められる。 

＜高学年・発達・委員混成＞ 発表者：鈴木駿先生 

  「自己肯定感が高い子を増やす」ため、地域では技能教科ボランティア（調理実習、ミシン操 

作など）を活用し成功体験の機会を与える。 

「粘り強く取り組める子を増やす」ため学校と家庭が協力して継続する力を育てる。 

学校では勉強の仕方を教え家庭では子供の取り組みを見守り、励ますことが大事。そして成果 

を褒めることにより『できた』を実感し成功体験を増やすことができる。 

 

 ワークショップ終了後、会長から初参加の４名に意見・感想を求めた。 

・これまで保護者や委員と話す機会が少なく今回のグループワークで色々な意見交流が実現し 

 有意義であった。（小木教務主任） 

・保護者の視点で多くのアドバイスを頂いた。雨で遠足が中止になった時、６年生と１年生が一緒 

 に弁当を食べていて仲の良さ実感した。（内山１年生担任） 

・これからも協働センターは南の星小学校と関わっていきたい。（中村オブザーバー） 

・多文化共生は良いことだがケジメ、メリハリ感も大事。学校と家庭の役割を全うすることで自己 

肯定感が上がると思う。（大石享委員） 

 ＊熟議終了 

その他報告事項 

会長より８月２３日（土）遠州浜夏祭り開催の案内があった。昨年は遠州浜、五島地区から 

２００名の参加があった。先生が来てくれると子供たちが大喜びしますので是非参加下さいと 

述べた。 

連絡事項 

 教頭から、次回協議会は 12 月 8日（月）10時 00～11 時 30 分 南の星小学校会議室で開催、 

終了後に授業参観と給食試食会を計画している旨の報告があった。 


